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日
本
の
農
業
の
約
98
％
は
家
族
経
営
で
す
。
親

元
就
農
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

●

土
地
、
農
機
、
施
設
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
初
期

投
資
が
抑
え
ら
れ
る

●

栽
培
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
か
ら
受
け
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る

●

親
が
築
い
た
顧
客
、
地
域
か
ら
の
信
頼
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
る

●

長
期
的
な
視
点
で
経
営
判
断
が
で
き
る

●

一
番
大
事
に
し
た
い
こ
と
（
経
営
理
念
、
存
在

意
義
や
誇
り
）
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

●

周
囲
の
人
々
（
親
族
、
従
業
員
、
取
引
先
、
地

域
の
人
）
が
納
得
で
き
る
承
継
で
あ
る

　
農
業
経
営
の
可
能
性
も
膨
ら
み
ま
す
。
多
角
化

や
複
合
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
を
取
り
入
れ

る
な
ど
ベ
ン
チ
ャ
ー
的
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
、
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
い
分
、
取
り
組
み
や
す
い

と
い
え
ま
す
。

全
体
の
46
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
国
が
力
を
入
れ
て
い
る
農
業
法
人
は
増
え
て
は

い
る
も
の
の
、
全
体
の
割
合
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

低
く
、
離
職
率
約
4
割
と
い
う
デ
ー
タ
も
出
て
い

ま
す
。
新
規
就
農
者
数
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
全
国
の
農
家
で
事
業
承
継
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
け
て
通
れ
な
い
事
業
承
継

】

　
事
業
承
継
と
は
、
一
言
で
い
え
ば
、
組
織
の
財

産
や
人
材
、
権
利
、
義
務
を
受
け
継
ぐ
こ
と
。
農

業
法
人
で
も
、
集
落
営
農
組
合
、
個
人
経
営
で
も
、

全
て
の
経
営
体
で
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
名
義
を
変
更
す
れ
ば
済
む
わ
け
で
も

な
く
、
農
地
や
農
機
、
設
備
、
現
金
、
預
貯
金
な

ど
目
に
見
え
る
物
と
、
技
術
、
取
引
先
や
地
域
の

人
と
の
人
間
関
係
、
経
営
理
念
や
農
家
と
し
て
の

誇
り
な
ど
目
に
見
え
な
い
も
の
の
ど
ち
ら
も
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
農
業
に
限
ら
ず
、
全
て
の
経
営
体
の
選
択
肢
は

三
つ
あ
り
、
そ
れ
は
（
１
）
承
継
（
継
ぐ
）、（
２
）

売
却
（
売
る
）、（
３
）
廃
業
（
畳
む
）
で
す
。
こ

れ
以
外
に
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
、

こ
の
決
断
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
そ

も
そ
も
ど
う
し
た
ら
農
業
経
営
を
継
ぐ
こ
と
に
な

る
の
か
と
い
っ
た
、
承
継
の
定
義
自
体
が
あ
い
ま

い
な
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

【

日
本
の
農
家
の
現
状

】

　
２
０
１
７
年
以
降
、
団
塊
世
代
（
１
９
４
７
〜

１
９
４
９
年
生
ま
れ
）
が
70
歳
を
迎
え
、
一
気
に

世
代
交
代
が
進
む
と
同
時
に
離
農
も
進
む
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
正
組
合
員
も
、
70
歳
以
上
が

　
事
業
承
継
は
親
が
元
気
な
う
ち
に
行
う
の
が
ベ
ス

ト
。
事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、実
は
「
今
す
ぐ
」

で
す
。親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
子
が
後
を
継
ぐ
の
は
、

事
業
承
継
と
い
う
よ
り
相
続
で
す
。
考
え
方
も
根
本

的
に
違
い
、
受
け
身
に
な
り
が
ち
。
対
し
て
、
事
業

承
継
は
積
極
的
に
経
営
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
意
思
の

表
れ
で
あ
り
、
能
動
的
。
事
業
（
農
業
）
に
取
り
組

む
や
る
気
も
違
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　
と
は
い
え
、
い
ざ
事
業
承
継
の
話
に
な
る
と
親

と
子
で
は
関
係
が
近
過
ぎ
て
、
冷
静
に
話
が
進
ま

な
い
こ
と
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
ん
な
と
き
フ
ォ

ロ
ー
役
と
し
て
当
事
者
以
外
の
家
族
の
役
割
も
重

要
で
す
が
、
第
三
者
に
仲
介
し
て
も
ら
う
こ
と
も

お
勧
め
で
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
現
在
営
農
課
Ｔ
Ａ
Ｃ
班
（
地
域
農

業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
）
と
青
年
部

を
中
心
に
事
業
承
継
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
Ｊ
Ａ
で
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

大
事
な
の
は
、

両
者
が
テ
ー
ブ
ル
に

着
く
と
こ
ろ
か
ら
。

日
本
の
農
業
と
事
業
承
継
に
つ
い
て
考
え
る

農業の事業承継＼親子で考えよう／

着実に事業承継を実行できるように、「いつまでに」
「何をするか」の10年計画を立てましょう。

「人」「物」「お金」「情報」「顧客」を承継するために、
具体的かつ実効性のある課題を考えましょう。

資産や労働力、機械装備に何があるかなど、
家の現在の農業経営の実態を知りましょう。

農業に限らず「家族のこと」「お金のこと」について
今後のライフプランを考えましょう。

親子で話し合う際のルールを作成し、
協力しながら承継を進める土台を共有しましょう。

・子どもに話を切り出すタイミングがなくて……。
・こんなに厳しい農業を子に継がせるのは……。
・経営の話をするのが難しい。
・子どもに任せられるのか、とにかく心配。
・何を教えればいいのか分からない。

̶̶̶̶̶ /̶/ 親世代、子世代でよく聞く声 //̶ ̶̶̶̶̶

・いつかは継がなければいけないんだろうけど、どうしよう。
・農家の子としてはいろいろ思うところもあるけれど……。
・親とは違う経営をしたい。でも、親にはかなわない。
・親はまだ元気そうだし、継ぐという覚悟が決まらない。
・話し合いをしても、いつもけんかになっちゃう。

事業承継は継ぐ側、継がせる側が意欲的に取り組んでこそスムーズに進むことが理解できたでしょうか。
そして実際に行動することが肝心です。

ステップを踏んで事業承継に取り組みましょう

話し合いのルールを確認する

「
後
か
ら
」
で
は
家
族
が
困
る

【
早
め
の
承
継
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

】
【
必
要
な
ら
第
三
者
の
協
力
を

】

STEP
１

STEP
２

STEP
３

STEP
４

STEP
５

ライフプランを立てる

経営や実態を把握する

事業承継タスクを整理する

事業承継計画を作成する

実践!

　
父
親
が
倒
れ
て
か
ら
、
亡
く
な
っ
て
か

ら
、
で
は
遅
過
ぎ
ま
す
。「
親
と
話
し
合
っ

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
す
る
前
に

話
し
合
い
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●

通
帳
、
権
利
書
、
共
済
証
書
、
契
約
書
、

発
注
書
、
請
求
書
は
ど
こ
？

●

資
材
の
購
入
先
は
？
　
連
絡
先
は
？

●

機
械
の
鍵
は
ど
こ
？

　
ど
う
や
っ
て
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
の
？

●

あ
の
田
ん
ぼ
は
誰
の
？

　
預
か
っ
て
い
る
の
？
　
い
つ
ま
で
？

●

借
金
が
あ
っ
た
。
知
ら
な
か
っ
た
。

●

お
金
の
こ
と
が
ま
っ
た
く

　
分
か
ら
な
い
の
で
、
自
分
一
人
で

　
管
理
す
る
自
信
が
な
い
。

●

確
定
申
告
は
い
つ
ま
で
に
や
る
の
？

　
複
式
簿
記
っ
て
？

●

相
続
税
、
贈
与
税
っ
て
何
？

●

栽
培
だ
け
で
も
手
い
っ
ぱ
い
で
、

　
販
売
・
加
工
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？

●

子
育
て
で
忙
し
く
て
奥
さ
ん
も
手
伝
っ
て

　
く
れ
な
い
し
・・・・・・
。

●

消
防
団
も
地
域
の
祭
り
も

　
自
治
体
の
役
員
も
・・・・・・
。

●

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の
状
態
で
本

業
の
仕
事
を
や
り
な
が
ら
引
き
継
げ
る

の
か
？

●

種
ま
き
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。

　
収
穫
も
待
っ
て
く
れ
な
い
。

農業経営の承継について親子で話し合ったことはありますか。
承継について考えることは早ければ早いほど良いのです。

先延ばししても避けて通ることはできません。
この機会にしっかり考えましょう。

監修：全国農業協同組合連合会 耕種総合対策部 TAC推進課　https://www.zennoh.or.jp/tac/

事業承継ブック
～親子間の話し合いのきっかけに～

　2017年1月発行（JA全農）。継ぐ側、
継がれる側どちらからも事業承継の内容
や必要性が理解できるよう「準備編」と
「実践編」の2部から構成されています。
詳細は、お近くのグリーンセンターまた
は青年部事務局へお問い合わせください。


